







1. シャフツベ リーの道徳論 における自然の問題
周知のように,シャフッベリーにおいて徳 Virtueとは「自然に従う」(acCOrding to nature)
ところに存するものとされ,道徳的であることと「 自然的」(natural)であることは,その限り,
ほとんど同じ意味をもっていた。倫理は, シャフツベ リー において, 自然的存在の理法ということ
になる。












(1)D.Hume;Treatise of Human Nature.Oxford,p.475
cf, C, D. Broad: Five Types Of Ethical「Γheory, P. 57
「 私は自然的とか非自然的とかいう言葉は好まない。何故かといえば, それらは大変あいまいであり, 普
通, 自分の個人的な好悪を権威づける人々によって用いられているから。」
兼山横
何よりもまず, シャフツベ リー の自然のオプティミズムが指摘されて来たのは周知 の ことであ
る。これは,マンドヴィルの鋭い批判を晴矢とし,程度の差はあれ数多くの人々によってなされた
























(2)筆者はかって,「モラル・ センスの一考察Jと題する刀ヽ論の中で,シャフツベ リー の自然とモラル ●セン
スについて簡単にぶれたことがあるが (日本倫理学会「倫理学年報」第14集),御参照戴ければ幸いである
と共に,以下においてそれと重複し,あるいは修正されている箇所は御寛恕乞う。




(6)Cf,IVilliam E,Alderman,``ShaFtesbury and the Doctrine of OPtinism in the Eighteenth








ているともいわれる『徳や価値の研究』 (Inquiry concerning Virtue Or Merit)(16ワ9)を中
心に,刊行年代の若千異なる他のものを併用して少しく堀り下げて考えて見ようとしたのが,小論
の意図である。
2. 道徳 と自然的傾 向性
まず,マンドヴィルのシャフッベ リー 批判の一端から考察をはじめようと思う。マンドヴィルは
その『社会本質論』 (A Search into the Nature of Society)冒頭で,次のようにシャフッベ







その次第を,まず,モラル・ センスの考察から取り扱って見よう。シャフツベ リー のモラル・セ
ンスにおいてまず注目されることは, このセンス,あるいはよりしばしばいわれている正邪の感 (
sense of right and wrong)が,何よりも実践的機能において多く語られていることである。こ
の限り,ハチスンよりはむしろバ トラーに似て, しばしば良心 (cOnsCience),反省 (refleCtiOn)
のセンスとも呼ばれており, これを「多少なりとも持つものは,必らずや,それに従って行為せざ
るをえない」。)とまでいわれているものである。
ところで, こくで特に留意しなくてはならないことは, シャフッベ リー において真の意味での道
徳的行為は, このモラル・ センス (あるいは良心,反省のセンス)によるもののみに限られるとい
cf, Stanley Grean ;Shaftesbury's Philosophy of Religion and Ehics, p. 14-5
cf, C. A. Moore. ``ShaFtesbury and the Ethical Poets in England. 1700-1760'1
(PubliCatiOns of the Modern Language AssociatiOn,XXXI.)
Bo hrandeville;The Fable of the Bees,OxEord.vol.I.p.323




















改めていうまでもなく,モラル・ センス,あるいは正邪の感は,シャフツベ リー によれば人間に
生得的 (innate)な,「生得的といゝたくなければ本能 (instinct)」(。)といってよい原理であ
り,宗教,慣習,教育などから独立に人間の自然に備わった能力であるけれども,他の自然的傾向











(4) Cf, C. D. Broad ; Five Types oE Ethical Theory. p. 79
(5) Inquiry. C, I. 253
(6)The MOralists,C,H。135
(7)Inquiry,C, I. 256 cf, Freedom otヽVit and Hum ur.C. I. 83-4
(8)シジウィックは, モラル ●センスはシャフツベ リー 道徳論の要石 (keystOne)では な く,単なる冠 (





としては何よりもまず,反省として機能し, 自己の行為,感情を顧みてそこで正 しい (juSt),ま




























11111 D. Hume ; Enquiry cOncernin g the PriniciPles Of 1ヽ0rals.
t〕 The MOralists,C.H.128,133




は決してないのである。シャフツベ リー は単なる気まぐれ (fancy)に従って行為することをきつ
く戒め⊂4)きびしぃ修練,訓練,意志的努力の必要性をしばしば説いている。気まぐれは常に訓練
と管理の下におかれなくてはならず,その訓練はきびしければきびしいほどいゝともいう(15)。 マ
















中にのみ見出されるということは否定出来ないことである。 しか も この種の優雅な人々の間でさ
え,更に,幼い時から訓練をうけ,最良の教師の下に自分の行動を形づくった最も優雅なる人々が
見出されるのである(22)。」この点からするとき, 例えば, シャフツベリーにおいて「 (自然の)
すべては正しい。もっとも人間はよくないという事実はあるとしても。しかしそのよくないのは文
19 「 自然的」という表現は,シャフツベ リー でもやはり多様な意味をもっていて細心の注意を要するが,グ
レィンによれば,それは五つに分けられるという。Stanley Grean i Shaftesbury's Philosophy of Rel―
igion and Ethics.p.142f.しかし,グレィンも指摘するように,「道徳的」と同じ意味でいわれる場合
が,やはり基本といえる。
l141 1nquiry, C. I. 302
t51 Advice to an Author. c. I. 208
161 B, Mandeville;The Fable of the Bees, Oxford. P, 333







明人であって, 自然的人間ではない」('3)とぃぅ, はじめ見たことに関連した見方は, 必らず しも




シャフツベ リー において道徳とは, このように見る限りでは, 自然にありながらいわば自然を超
出して理想に迫るダイナミックな働きともいえる。逆にその努力を怠り,あるいはその道徳の独特
な機序に狂いの生じたとき,はじめに見たあの醜い現実に堕するのではあるまいか。 従って 例 え
ば,もともとの気性としては数々の善さ,正しさをもっている人でも,障碍に耐えうる強い意志の
力を併せもたないとき,期難に遭遇して全く逆になることもありうるのである。5)。
3. 自然的存在の二重構造 と本来性 への志向













9ひ cf,Esther A.Tiffany.“ShaFtesbury as Stoic."(PubliCations oだthe modern Language Asso―




が,その最初の Natural Affectionゃ, De ty,Cood and 111の箇所に限っても, ティファニイの強調
するところはうなづけるようで,筆者としてはこの論文に教わるところ少なくなかった。
12rdl lnquiry, C, I. 270-1
(1)Inquiry.C.I, 325













は実は二重の構造をなしているということであろう。 つまり, 自他連関的, 社会的, 調和的存在
と,それとは必らずしも相即しない傾向性の力の側面との二つの世界である。もっとも,二重構造




シャフツベ リー は,この二つの側面を認めた上で, しかし前者の,自他連関的,調和的,秩序的
存在を,人間における自然の本来と見たということであろう。後にふれる福徳の一致が,いわばそ
のあかしとも,また,その結果ともなるわけである。







そもそも,シャフッベ リー において美感の標準は, 結局, 均整 (prOpOrtion), 規則正しいこ















たゞ, こ でゝ甚だ注意を要することは, このように美的,社会的,調和的な姿が人間における自
然の本来と見なされたといっても,シャフッベ リー において,必らずしも,単なる社会的感情のみ
が自然の本来とされているわけではないということである。社会的感情のみならず自己感情 (Self












勿論,ここに方法論上の問題は残ることになるが, しかしここで,あくまでも, シャフッベ リー
の力点は社会的感情の自然性とその本来性の実証にあり,従って道徳の主題は,それとの自己感情
の調和にあったととるならば, シャフッベ リーにおいて更に解決のむつかしい問題に遭遇すること
になるであろう。っまり,それは, シャフッベ リー が社会的感情の経験的実例としてあげているも
のと,全体的調和的自然観との間に,埋めがたいほど大きなギャップがあるということである。シ
ャフツベ リー は,親子,親族の情,友情,異性愛,仲間の愛,その他人類愛 など仁 愛的感情を社
会的感情の経験的実例としてあげ,そしてそれらをもつことの喜び,それらによる他との連帯から
来る同感の快など述べているが, シャフッベ リー のそれらの例に即して見るとき,それがホッブス
などのエゴイズムの論ぱくにはあるいはなっても, シャフッベ リー の基本的な自然のオプティミズ
(6) ibid.
(7)The MOralists.C.II.63







ある(10)。 シャフッベ リー の人間観はヒュームのそれとは決して同一ではないけれども, シャフツ







全で,真実なる,真に道徳的なもの (entire,sincere,truly moral one)でなくてはならないと
注意しているのである(12)。そこから,甚だ奇妙なことに,友情や,親族,人間愛などもこの世的な
ものとして軽 く扱われてくることにもなる(13)。『モラリストたち』 の中でも, テオクレスの口を
借りて,「個人の友情ではなく,全体の友情」,「個人の友である前に人類の友」であることが要
求されているが(14), このような愛情のあり方は, 懐疑論者フィロクレスからすれば, 自然的どこ
ろか,むしろ,「自然を攻撃しているもの」(15)とぃぅことになるわけである。シャフツベ リー に














10 ティファニイは先の論文,“ShaFtesbury as Stoic"で,シャフツベリー のこあ「完全な感情」の道徳性,
そのきびしさに特に注目しているが, 中でも, シャフツベリー は, Phi10SOPHcal Regimenの第一章の
Natural AfFectionの中で,natural affectionと,na ural affectionsとを区別しているとし, 単数形
の前者のみが真に道徳的な意味をもった感情であると指摘している。Esther A.Tiffany,oP.cit・P・6791
シャフツベリー における自然と道徳  11
々の存在者の情緒,愛情は種族の利害や共通する本性と一定の関係があるということは既に示した
ところであった。このことは, 自然的感情,親の情愛,子孫への熱情,………の場合に証明された
ところである(17)」 とぃぅ説明の仕方にまであらわれているともいえよう。 勿論, このように解し
たからといって,上に!留摘したギャップの問題が完全に解決したわけではなく, これについては後





一部をなすというように, すべては秩序的連関の中にあるのであって(1つ), 枝が木に, 木が大地や
空気や水と直接結合しているように,「この世界のすべてのものは結ばれている」のである(20)。
まこと, トレルチがシャフッベ リ‐の背景としてとらえた「世界有機体」あるいは「世界有機体の
調和」 (die HarmOnie des Weltorganismus)(21)とぃゎねばならないが,それも,平井俊明氏





関係に入っていく存在であり, そこに自己自身を見出す存在なのである(24)。 その故にこそ, シャ








住81 CF,ibid.315, 335 The MOralists,C, II. 83
191 1nquiry. c. I. 244
90 The MOralists.G.II.64 Phi10sOPhiCal Regimen.P,13(B,Rand,ed,)
















ことになるのである。これが,バトラーとも共通する, シャフツベ リー の福徳一致の思想である。
シャフツベリーによれば,「如何なる存在者にも本当によい状態と悪い状態 (a really right











































一致をとなえたバ トラーによって, シャフツベ リーの欠陥は良心の崇高性,その権威を認めないと
ころにあると批判された(9)のも,無理もないことであった。
だが, しかし,シャフッベ リー のこの面が,全く弁解の余地のないほど矛盾し,あるいは,明確
(21 ibid・297,310
(3) ibid・ 299
(4) ibid, 296--7, 201
(5)The MOralists,C.H.67
(6) ibid. 280
(7)R,A.P.Rogers i Short History of Ethics,p.156
(8)J.Martineau;Types of Ethical Theory,Vol, ェ.P.500
(9)J・ Butler;Fifteen Sermons.Preface.〔27〕f. (The w17orks of Bishop Butler, T. H.

































l101  Cf, Enquiry. C. I. 286, 287, 291, 303, 313
仕〕 ibid。273これがやがてハチスンによっても問題にされることになった。F,Hutcheson;IIIustrations
upon the hIOral Sense(Selby―Bigge. ed, British WIoralists, p. 418)
121 Freedomo C. I. 49













5.道徳 の 根 底 と 宗 教
最後に, シャフツベリーにおける道徳の究極的根底について,特に宗教との関係を中心に少しく
掘り下げて見ることによって,結論に代えようと思う。








さて, シャフツベ リー によれば,悪徳の真の原因,つまり「徳の原理を排除し,あるいはそれを
無効にさせるもの」は二つである。その第一は,「正邪の自然な,そして真正なるセンスを取り去
ること」であり,第二は,「それのまちがったセンスをつくること」,第二は,「その真正なるセ
ンスが逆の感情によって反対されること」であるという。)。 しかしながら, シャフツベ リー によれ
ば,この中の第一の場合は,実際的には決してありえない。なんとなれば, このセンスは,先ほど
l131 Enquiry, C, I. 334

































cf, ibid. C. I. 254, 255, 261, 307, 325, 332
ibid. C. I, 261-2
ibid.c.I.262
ibid。 264
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なったわけである。
しかし,それならば, シャフッベ リー において道徳は宗教から完全に独立したものとしてあるで




























cF, Inquiry. C. I. 246, 286 Freedomo C. I. 56













無神論の決してなしうるところではないという⑭。 実際また シャフツベリーによれば, この世界
を秩序あるものと思わないものが,秩序的なるものを愛し,たkえうるはずがないのである(13)。
シャフツベ リー 自身,如何に敬虔な人であったかは多くの人々によって指摘せられているところ
であり, また その著書を通じても, 神あるいは宗教そのものは, これをないがしろにするどころ
か,深くあがめ,讃美していることは,至るところで見られることである(14)。
先に見たように, シャフツベリーは,たしかに一方では道徳の宗教からの独立を図り,宗教をき














10 拙稿「バ トラー徳論の一考察―一良心と自愛の問題の根底にあるもの一一」 (一開工業高等専門学校研究
紀要第 刊号)参照
11) Enquiry, C, I。 275
1121  ibid. 268
131  ibid. 276
10 Ct,Characteristics.I.Intro.XX lll―Ⅳ,XXv,7,26,27,29,35 The Philosophical Regim―
en,P,13だf(Deity)






























10 グレィンによれば,シャフツベ リー は,思弁的体系も嫌ったが,機械的,科学的な分析も嫌っていたとい
ぅ。Grean:op.cit,P.8f,11
仕81 1nquiry,C, I, 245
lo Freedom.c.1,95-6
1201 1nquiry,c. ェ. 278
1211 ibid. 275
921  ibid, 269
作兼山横


















たゞ,上に見たように, シャフツベ リー において道徳は,単なる心理学的次元だけの事がらでは
決 してなかったところに,問題の複雑さがあるのである。
(1971,9,30)
1231  ibid. 303
1241 E.Fromm;The Revolution of Hope.IV,4.
作田,佐野訳『希望の革命』111頁以下
記o E.Fromm.;The Sane Society.p.191ff,275
加藤,佐瀬訳『正気の社会』218頁以下,309頁
1261 W. C. SWabey,Ethical Theory from Hobbes to Kant.p.76
